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株 木 ・ 増 子 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

　 令 和 6 年 度 常 陸 大 宮 市 優 秀 建 設 業 者 表 彰 式 を 挙 行 す る に あ た り 、 一 言 ご あ い さ つ

を 申 し 上 げ ま す 。

　 本 日 、 表 彰 の 栄 に 浴 さ れ ま す 皆 様 、 ま た 、 ご 来 賓 の 皆 様 に は 、 公 私 と も ご 多 用 の

と こ ろ 表 彰 式 に ご 臨 席 を 賜 り 、 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。

　 こ の 表 彰 は 、 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 及 び 、 公 共 工 事 の 品 質 確 保 を 図 る こ と を 目

的 に 、 昨 年 度 か ら 、 優 秀 な 成 績 で 工 事 を 施 工 、 完 成 に 導 い た 建 設 業 者 を 表 彰 さ せ て

い た だ い て い る も の で 、 こ の た び 、 本 市 に お け る 2 回 目 の 表 彰 式 に お い て 、 建 設 業

者 並 び に 、 技 術 者 の 方 々 を 表 彰 で き ま す こ と を 、 大 変 、 喜 ば し く 感 じ て お り ま す 。

　 受 賞 さ れ る 皆 様 は 、 令 和 5 年 度 に 完 成 検 査 を 受 け た 建 設 工 事 1 3 1 件 の 中 で 、 特 に 卓

越 し た 技 術 力 や 創 意 工 夫 、 優 れ た 施 工 管 理 に よ り 、 質 の 高 い 工 事 を 施 工 、 完 成 さ せ

た 方 々 で あ り 、 そ の 功 績 は 他 の 模 範 と な る も の で あ り ま す 。 そ の 献 身 的 な 取 り 組 み

と 不 断 の ご 努 力 に 対 し て 、 深 く 敬 意 を 表 し ま す と と も に 、 心 か ら 感 謝 を 申 し 上 げ ま

す 。

　 本 市 で は 、 市 内 で 活 躍 す る 方 が 中 心 と な る よ う 、 地 域 経 済 の 底 上 げ や 好 循 環 に 資

す る 施 策 を 推 進 し て い る と こ ろ で あ り 、 建 設 業 者 、 並 び に 技 術 者 の 方 々 の 功 績 が 少

し で も 反 映 さ れ 、 適 正 な 利 益 を 得 ら れ る よ う な 入 札 制 度 で な く て は な ら な い と 、 日

々 考 え て い る と こ ろ で あ り ま す 。 災 害 が 発 生 し た 際 に は 、 尽 力 し て く だ さ る の が 地

元 建 設 業 者 の 皆 様 で あ り 、 そ の 地 元 建 設 業 者 の 皆 様 に 仕 事 が 渡 っ て い な け れ ば 業 界

が 衰 退 し て し ま い 、 災 害 復 旧 が 追 い つ か ず に 混 乱 を 招 い て し ま い ま す 。

　 こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え ま し て 、 ま ず 、 令 和 6 年 度 は 、 一 般 競 争 入 札 に お い て 、

優 秀 建 設 業 者 を 入 札 参 加 対 象 と し た 「 イ ン セ ン テ ィ ブ 発 注 」 を 試 行 す る 予 定 で あ り 、

次 の 入 札 参 加 資 格 審 査 に お い て は 、 審 査 対 象 期 間 に お け る 表 彰 の 実 績 を 審 査 項 目 に

追 加 い た し ま す 。 ま た 、 市 町 村 で は 、 難 易 度 の 高 い 工 事 な ど 、 一 部 の 工 事 に 対 し 、

試 行 的 に 取 り 入 れ て い る 一 般 競 争 入 札 の 総 合 評 価 方 式 で あ り ま す が 、 市 の 仕 事 を 、

地 元 建 設 業 者 に 担 っ て い た だ け る 可 能 性 が 高 ま る よ う 、 表 彰 加 点 等 を 考 慮 し 、 積 極

的 に 総 合 評 価 方 式 を 取 り 入 れ て ま い り ま す 。

　 そ し て 、 今 後 も 、 入 札 制 度 、 表 彰 制 度 を 通 し て 、 よ り 高 い 品 質 の 確 保 、 皆 様 の 技

術 の 一 層 の 向 上 、 ひ い て は 建 設 業 界 の 発 展 を し っ か り と 支 援 し て い き た い と 考 え て

お り ま す 。

　 公 共 工 事 は 、 市 民 生 活 の 利 便 性 向 上 は も と よ り 、 社 会 経 済 の 安 定 を 図 る 観 点 か ら

も 重 要 な 施 策 で 、 継 続 し て 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い も の と 認 識 し て お り ま す 。

　 皆 様 方 に お か れ ま し て は 、 市 民 が 安 心  ・  安 全 な 生 活 を 送 り 続 け る こ と が で き る よ

う 、 今 後 と も 、 安 全 か つ 適 切 な 施 工 を 心 掛 け な が ら 、 公 共 工 事 の 品 質 向 上 に 取 り 組

ん で い た だ く と と も に 、 公 共 工 事 を 通 じ て 、 「 常 陸 大 宮 市 に 住 む こ と が ス テ ー タ ス 」

と な る よ う な ま ち づ く り の 実 現 に 、 よ り 一 層 の ご 支 援 と ご 協 力 を 賜 り ま す よ う お 願

い 申 し 上 げ ま す 。

　 結 び に 、 皆 様 方 の ご 健 勝 と 益 々 の ご 活 躍 を 心 か ら ご 祈 念 い た し ま し て 、 お 祝 い の

言 葉 と さ せ て い た だ き ま す 。

　 受 賞 者 の 皆 様 、 本 日 は 、 誠 に お め で と う ご ざ い ま す 。

ご あ い さ つ

常 陸 大 宮 市 長 鈴 木 定 幸

イ ン セ ン テ ィ ブ 発 注 を 試 行 へ

株 式 会 社 瀧 工 務 店

【 工 事 名 】 管 渠 布 設 工 事 （ 第 1 工 区 ）

瀧 工 務 店株 式
会 社

〒 3 1 9 － 2 2 0 4 　 茨 城 県 常 陸 大 宮 市 富 岡 1 9 1
T E L 0 2 9 5 － 5 2 － 0 1 6 1
F A X 0 2 9 5 － 5 2 － 0 5 2 1

代 表 取 締 役  瀧 　 　 　 文 　 雄

監 理 技 術 者  髙 　 橋 　 　 　 栄

【 工 事 名 】 大 宮 運 動 公 園 市 民 球 場 改 修 工 事

株 木 建 設 株 式 会 社
生 き る ち か ら を 作 る 会 社

本 店 ／ 茨 城 本 店 　 水 戸 市 吉 沢 町 3 1 1 － 1
T E L 0 2 9 － 2 4 8 － 0 2 2 2 ㈹

代 表 取 締 役 社 長  株 　 木 　 康 　 吉
執 行 役 員
茨 城 本 店 長  栁 　 橋 　 一 　 明

現 場 代 理 人  飛 田 　 和 則 　監 理 技 術 者  坂 本 　 憲 彦

　 常 陸 大 宮 市 は 2 0 日 、 2 0 2 4 年 度 常 陸 大 宮 市 優 秀 建 設 業 者 表

彰 式 を 市 役 所 2 階 会 議 室 で 挙 行 し た 。 受 賞 の 栄 に 浴 し た の

は 、 株 木 建 設 ㈱ ・ 増 子 建 設 ㈱ Ｊ Ｖ 、 ㈱ 石 川 土 木 、 ㈱ 瀧 工 務

店 、 ㈱ 弓 野 組 の 3 社 1 Ｊ Ｖ 。 市 発 注 の 建 設 工 事 を 優 秀 な 成 績

で 完 成 さ せ た 建 設 業 者 の 栄 誉 を た た え 、 鈴 木 定 幸 市 長 か ら

受 賞 者 に 表 彰 状 が 授 与 さ れ た 。

　 市 で は 建 設 業 の 健 全 な 振 興 発 展 お よ び 公 共 工 事 の 品 質 確

保 を 目 的 に 、2 3 年 度 か ら 優 秀 建 設 業 者 表 彰 制 度 を 導 入 し た 。

　 今 回 の 表 彰 で は 、2 3 年 度 に 施 工 し た 市 発 注 の 建 設 工 事

1 3 1 件 （ 土 木 3 3 件 、 舗 装 1 0 件 、 建 築 9 件 、 水 道 施 設 3 2 件 、 そ

の 他 4 7 件 ） の う ち 、 誠 意 を も っ て 適 正 に 施 工 し 、 優 秀 な 成

績 で 完 成 さ せ た 建 設 業 者 お よ び 技 術 者 を 選 定 し 、 表 彰 し た 。

常 陸 大 宮 市

建 設 業 者表
　 　

彰 優 秀 な 成 績 で 工 事 完 成

株 木

J V、  瀧 工 務 店 に 栄 誉

　
水 戸 市 は 特 定 市 営 大 山 台

住 宅 の リ ノ ベ ー シ ョ ン に 関連 し 、 駐 車 場 整 備 工 事 （ Ａ３ ０ ０ ㎡ ） を 第 ３ 四 半 期 に指 名 競 争 入 札 で 発 注 す る 。工 期 は ４ カ 月 。 照 明 灯 設 置工 事 （ ２ 基 ） も 同 期 に 指 名競 争 入 札 で 発 注 す る 。　
大 山 台 住 宅 （ 見 川 町 １ ８

２ ０

－ ５ ） は 建 築 か ら

2 0年

以 上 が 経 過 。 施 設 の 老 朽 化が 進 ん で い る た め 、 １ 号 棟（ Ｒ Ｃ 造 ４ 階 建 て 延 べ １ ３２ ７ ・ １ ２ ㎡ 、

1 6戸 ） を 子

育 て 世 帯 専 用 の 市 営 住 宅 にリ ノ ベ ー シ ョ ン す る 。 建 築工 事 は ㈱ 要 建 設 、 機 械 設 備工 事 は 丸 大 燃 工 ㈱ が 担 当 。　
常 総 市 は 、 水 海 道 駅 周 辺

の 賑 わ い 創 出 に 向 け た ワ ーク シ ョ ッ プ を 開 催 す る 。 ９～

1 1月 の 間 に ３ 回 行 う 予 定

で 、 対 象 者 は 市 内 在 住 、 在勤 、 在 学 。 参 加 費 は 無 料 。定 員 は 各 回

3 0人 。 い ず れ も

場 所 は 水 海 道 公 民 館 。　
９ 月 ６ 、 ７ 日 に は 第 １ 回

「 集 ま り た く な る ま ち な かを 考 え る 」  、

1 0月 ４ 、 ５ 日

に は 第 ２ 回 「 地 域 資 源 （ ひと 、 も の 、 こ と ） を 使 って 自 分 た ち が で き る こ と 、や っ て み た い こ と を 考 える 」  、

1 1月

1 6日 に は 第 ３ 回

「 お ひ ろ め 会 」 を 開 催 予 定 。
　
申 込 は 商 工 観 光 課 （ Ｔ

Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ７

－

2 3

－ ９ ０ ８

８ ） ま で 。 ま た 、 電 子 申 請サ ー ビ ス か ら も 受 け 付 ける 。

で 協 力 し 、 阿 漕 ヶ 浦 公 園 で地 域 美 化 に 貢 献 し た 。　

1 1日 の 夜 に は 第

4 6回 東 海

ま つ り 花 火 大 会 が 開 催 。 翌ギ ー ・ ハ ウ ス （ Ｚ Ｅ Ｈ ） 以上 （ Ｚ Ｅ Ｈ 、 Ｚ Ｅ Ｈ ＋ 、 次世 代 Ｚ Ｅ Ｈ ＋ ） 対 応 の 住 宅と す る こ と も 求 め て い る 。　
入 札 説 明 書 は 今 月

2 9日 ま

で 配 布 す る 。 入 札 参 加 資 格と 納 税 に よ る 寄 附 を し た 。寄 附 額 は

3 0万 円 。 ８ 日 に 市

役 所 ３ 階 応 接 室 で 実 施 し た寄 附 受 入 式 お よ び 感 謝 状 贈

　
常 陸 大 宮 市 は 、 市 道 １ ０

１ ８ １ 号 線 （ 上 町 ） 道 路 改良 工 事 を 実 施 す る 。 発 注 は指 名 競 争 入 札 を 見 込 ん で おり 、 ９ 月 中 の 発 注 を 予 定 して い る 。　
昨 年 度 は 同 市 道 に つ い

て 、 北 側

7 4・ ２ ｍ の 道 路 改

良 舗 装 工 事 を 実 施 し て おり 、 施 工 は ㈱ 弓 野 組 が 担 当 日

1 2日 の ７ 時 か ら 、 参 加 者

は 会 場 と な っ た 阿 漕 ヶ 浦 公園 で 清 掃 活 動 に 取 り 組 み 汗を 流 し た 。　
澤 畠 理 事 長 は 「 村 の 建 設

業 ３ 団 体 の メ ン バ ー で 協 力し 、 地 元 の 美 化 に 寄 与 す るこ と が で き た 。 来 年 も 継 続し て 、 ３ 団 体 で 地 域 貢 献 活動 に 取 り 組 ん で い き た い 」と 語 っ た 。

し た 。　
本 年 度 は 南 側 、 延 長

4 0ｍ

の 道 路 改 良 工 事 を 実 施 。 概要 は 、 置 換 工 、 路 盤 工 、 舗装 工 、 側 溝 工 。 工 期 は 約 ６カ 月 間 を 想 定 。 設 計 は 、 ㈱那 珂 測 量 設 計 事 務 所 （ 大 宮支 店 ） が 担 当 し た 。

呈 式 で は 、 木 村 市 長 か ら 鈴木 代 表 取 締 役 社 長 へ 感 謝 状が 贈 ら れ た 。　
鈴 木 代 表 取 締 役 社 長 は

「 寄 附 を 行 う の は 、 ご 縁 の
あ る 坂 東 市 が 住 み や す く 、安 全 で 安 心 、 災 害 や 防 災 に強 い ま ち で あ り 続 け て ほ しい か ら 。 昨 今 、 全 国 で す さま じ い 災 害 が 起 き て い る 。今 後 も 地 籍 調 査 事 業 を 通 じて 市 に 協 力 し て い き た い 」と コ メ ン ト 。　

木 村 市 長 は 「 ２ ０ ２ ２ 年
度 か ら ３ 年 連 続 で 多 大 な る寄 附 を い た だ き 、 心 よ り 感謝 申 し 上 げ る 」 と 謝 意 を 述べ 「 い た だ い た 寄 附 に つ いて は 、 地 域 公 共 交 通 の 充実 、 防 災 基 盤 ・ 防 犯 対 策 の強 化 等 の 事 業 に 活 用 さ せ てい た だ く 」 と 話 し た 。

組 合 員 の ほ か 、 東 海 村 水 道事 業 協 同 組 合 、 東 海 村 造 園建 設 協 力 会 の 会 員 計 約

6 0人

が 参 加 。 村 の 建 設 業 ３ 団 体低 層 住 居 専 用 地 域 （ 建 ぺ い率

4 0％ 、 容 積 率

8 0％ ）  。 周

辺 道 路 は 、 つ く ば 市 道 ７

－

４ １ ５ ３ 号 線 お よ び 同 市 道７

－ ４ １ ５ ４ 号 線 に 接 し て

い る 。　
土 地 利 用 に あ た り 、 土 地

の 引 渡 し の 日 か ら ５ 年 以内 に 住 宅 の 建 設 お よ び 分 譲事 業 を 行 う こ と な ど を 設定 。 建 設 す る 住 宅 の １ 戸 以上 は ネ ッ ト ・ ゼ ロ ・ エ ネ ル　
昭 和 測 量 ㈱ （ 鈴 木 則 夫

代 表 取 締 役 社 長 ＝

写 真 左

）

は 、 坂 東 市 （ 木 村 敏 文 市 長＝
写 真 右

） へ 企 業 版 ふ る さ

　
東 海 村 建 設 業 協 同 組 合

（ 澤 畠 弘 樹 理 事 長 ） は

1 2日 、

東 海 ま つ り 後 の 清 掃 ボ ラ ンテ ィ ア を 実 施 し た 。 当 日 は　
県 宅 地 整 備 販 売 課 は 、 ９

月

1 1日 に 上 河 原 崎 ・ 中 西 地

区 の 住 宅 事 業 者 向 け 用 地 分譲 に 係 る 一 般 競 争 入 札 を 執行 す る 。 面 積 は １ ９ ５ ５ ・５ １ ㎡ 。 予 定 価 格 （ 最 低 売却 価 格 ） は ９ ０ ５ ４ 万 円 。　
土 地 の 所 在 は Ｂ

1 2街 区 ①

画 地 。 つ く ば エ ク ス プ レ ス万 博 記 念 公 園 駅 の 北 西 、 徒歩 約

4 8分 の 一 般 住 宅 Ａ 地 区

に 位 置 。 用 途 地 域 は 第 一 種

▲ 鈴 木 社 長 が 木 村 市 長 へ 目 録 を 手 渡 し た
▲ 建 設 業 ３ 団 体 で 協 力し 、 地 域 美 化 に 貢 献 し た

至 ： 万 博 記 念 公 園 駅

 

対 象 土 地
上 河  B 1 2  街 区 ① 画 地
面 積 ： 1, 9 5 5. 5 1  ㎡
単 価 ： 4 6, 3 0 0  円 /  ㎡

東 海 村 建 設 業 協 組

地 元 ３ 団 体 が 地 域 貢 献
阿 漕 ヶ 浦公

　

園

花 火 大 会 後 に 清 掃 活 動

上 河 原 崎中 西 地 区

 

1 9 5 5㎡ を 一 般 競 争

住 宅 向 け 用 地 分 譲

茨 城 県

審 査 受 付 は 今 月

2 8日 お よ び

2 9日 。
　
入 札 者 が い な い 場 合 な ど

は 、 ９ 月

1 2日 ～ ２ ０ ２ ５ 年

１ 月

3 1日 ま で の 間 、 先 着 受

付 で 買 受 人 を 決 定 す る 。

ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催

駅 周 辺 賑 わ い 創 出

常 総 市 が 9 月 か ら 3 回 開 催

防 災 基 盤 ・ 防 犯 対 策 の 強 化 へ

昭 和 測 量 坂 東 市 に 3 0 万 寄 附

3 年 連 続 、 木 村 市 長 か ら 感 謝 状

大 山 台 住 宅 で駐 車 場 を 整 備

《 水 戸 市 》

市 道 道 路 改 良 を９ 月 め ど に 発 注

《 常 陸 大 宮 市 》


